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物部キャンパス内にある良心市。「高知大学」と
記された米を紹介する筆者（南国市物部乙）

インカレ全国大会に出場した女子バスケット
ボール部のメンバーら

８
５
０
０
万
年
前
の
琥
珀
に
入
っ
た
コ
ケ

コケの細胞を顕微鏡で調べ種を特定

「お
ま
ん
…
新
種
じ
ゃ
な
い
か
え
!?
」
と
目
を
輝
か
せ
る
片
桐
知
之
講
師

（写
真
は
い
ず
れ
も
高
知
市
曙
町
２
丁
目
の
高
知
大
学
朝
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
）

高
知
大
学
植
物
標
本
庫
に
収
め
ら
れ
た
コ
ケ
の
標
本

コ
ケ
の
種
類
は
世
界
で
２
万
種
、
毎
年
�
ほ

ど
の
新
種
が
見
つ
か
る
と
い
う
。
た
だ
、
国
内

で
種
類
を
正
確
に
判
別
で
き
る
研
究
者
は
�
人

以
下
。そ
の
１
人
が
理
工
学
部
に
い
る
。植
物
分

類
学
研
究
室
の
講
師
・
片
桐
知
之
さ
ん
（�
）
。

「
高
知
は
元
々
コ
ケ
研
究
が
盛
ん
な
土
地
。
も

っ
と
脚
光
を
浴
び
て
も
い
い
」
。コ
ケ
の
魅
力
と

高
知
で
の
展
望
を
語
っ
た
。

　物部キャンパスにある良心市を紹介します。正

門入って右手の大きな農林海洋科学部１号館、玄

関を入ったところにあります。学部生が実習で作

る米や野菜、果物が並んでいて、少しだけ安く買え

るので助かっています。一般の方も購入できます

が、あまり知られていない隠れた名店です。

　とはいえ、今の時期は品薄のようで、米しかあり

ませんでした…。５㌔で１８００円。ついこの間まで文

旦や小夏が販売されていたんですけどね。５月か

らは梅、６月からは桃の季節だと思います。

　そして、忘れてはいけないのがハウス栽培して

いるトマト。糖度別に販売されていて、中には�、

�度のものもあります。秋以外は並んでおり、とに

かく甘くておいしいので、ぜひ一度味わってもら

いたいです。

　毎年２年生が実習するんですが、暑い中も土に

まみれて作業したのは、いい思い出です。後輩が愛

情たっぷり込めて作った自慢の農作物をご賞味く

ださい！

（竹島一輝＝農林海洋科学部４年）

　経験者を中心に本気でバスケをしたいメンバー

が、時に楽しく、時に厳しく練習をしています。私は

昨年�月まで、部員�人のキャプテンをしていまし

た。

　上下関係なく意見を言い合うのが特徴。少人数の

梼原で小中高とバスケをしていた私にとって、先輩

ってあまり意識しなかった関係。それでも人柄のい

い先輩に恵まれ、気兼ねなくプレーができました。

　昨年�月のインカレ四国予選リーグでは、引退す

るメンバーともっと試合をしたい、との思いで一丸

に。延長戦を�差で乗り切り、本大会初出場を果たし

ました。ただ、全国大会では１勝もできず、レベルの

高さを痛感しました。

　今年の目標は、まずインカレ出場、そしてインカレ

での１勝です。ユニホームも一新します。ズボンの裾

には、みんなで選んだキツネのエンブレムが。小柄な

私たちが強豪校に太刀打ちするには「バスケＩＱ」が

必要。素直が持ち味の私たちにとって、賢いキツネの

ように相手に合わせた戦い方をしていくことが次の

課題です。 （長山実樹＝教育学部４年）

せ
ん

た
い

る
い

コ
ケ
植
物
（
蘚
苔
類
）
は
三

つ
に
分
類
で
き
て
、
葉
が
と
が

せ
ん

る
い

た
い

る
い

っ
た
蘚
類
、
葉
が
丸
い
苔
類
、

葉
が
な
い
ツ
ノ
ゴ
ケ
類
が
あ
り

ま
す
。
国
内
の
現
生
種
は
約
１

９
０
０
で
多
く
は
体
が
１
㌢
以

下
。
種
同
士
の
違
い
も
非
常
に

微
細
で
す
。

例
え
ば
神
社
の
境
内
で
の
調

査
で
、
見
た
目
が
同
じ
に
見
え

て
も
研
究
室
で
調
べ
る
と
�

種
ほ
ど
見
つ
か
る
こ
と
も
あ

る
。
特
定
に
は
似
た
種
類
の
標

本
と
見
比
べ
る
必
要
が
あ
り
、

標
本
庫
の
収
蔵
数
が
も
の
を
い

う
。
細
胞
一
つ
の
サ
イ
ズ
が
５

㍃
㍍
違
う
だ
け
で
種
が
変
わ
る

場
合
も
あ
り
、
１
種
調
べ
る
の

に
数
時
間
は
当
た
り
前
。
判
別

が
他
の
植
物
の
比
に
な
ら
な
い

ほ
ど
困
難
で
、
若
い
研
究
者
が

増
え
な
い
の
が
悩
み
な
ん
で

す
。た

だ
、
大
先
輩
の
先
生
方
が

手
間
を
惜
し
ま
ず
標
本
を
収
集

し
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
今
、
種

の
特
定
が
で
き
る
。
昭
和
の
こ

ろ
は
コ
ケ
研
究
を
「
今
は
役
立

た
な
い
」
と
言
い
切
っ
た
大
先

輩
も
い
た
そ
う
。
近
年
は
特
定

の
コ
ケ
が
創
薬
に
活
用
で
き
た

り
、
重
金
属
の
廃
水
か
ら
金
を

回
収
で
き
る
能
力
が
分
か
っ
た

り
、
実
用
化
の
課
題
は
あ
る
よ

う
で
す
が
利
用
が
模
索
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ケ
を
ガ
ラ

ス
容
器
で
育
て
る
「
テ
ラ
リ
ウ

ム
」
が
広
い
世
代
で
人
気
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
注
目
を
浴
び
る
と

驚
き
ま
す
ね
。
僕
の
仕
事
は
標

本
の
管
理
と
、
種
類
を
正
確
に

判
別
す
る
こ
と
。
か
な
り
地
味

な
の
は
自
覚
し
て
い
ま
す
。
行

政
の
環
境
調
査
な
ど
で
種
を
特

定
す
る
傍
ら
、
国
内
で
生
育
す

る
種
約
１
９
０
０
に
変
わ
り
が

な
い
か
注
意
す
る
の
も
大
事
な

役
割
。
地
道
な
仕
事
の
中
で
、

�
年
間
で
新
種
を
九
つ
発
見

し
、
五
つ
の
種
を
国
内
で
初
確

認
し
ま
し
た
。

こ

は
く

現
生
種
以
外
に
、
琥
珀
や
化

石
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
太
古
の

コ
ケ
も
研
究
対
象
で
す
。
２
０

１
０
年
ご
ろ
か
ら
始
め
、
四
つ

の
新
種
を
発
見
。
そ
の
う
ち
の

一
つ
は
、
形
か
ら
国
内
に
分
布

す
る
フ
タ
マ
タ
ゴ
ケ
科
の
一
種

と
思
い
ま
し
た
が
、
現
生
種
に

な
い
特
徴
が
あ
り
新
種
と
分
か

り
ま
し
た
。
８
５
０
０
万
年
前

の
琥
珀
の
中
に
あ
っ
た
の
で
、

コ
ケ
も
そ
の
時
代
と
分
か
り
ま

し
た
。

高
知
大
着
任
は
２
０
２
１
年

�
月
。
以
前
は
宮
崎
県
に
あ
る

世
界
で
唯
一
の
コ
ケ
専
門
研
究

機
関
「
服
部
植
物
研
究
所
」
の

所
長
で
し
た
。
高
温
多
湿
な
高

知
は
コ
ケ
の
生
育
に
適
し
て
い

て
、
越
知
町
の
横
倉
山
や
安
芸

市
の
伊
尾
木
洞
も
有
名
な
ス
ポ

ッ
ト
。
今
、
日
本
で
は
コ
ケ
研

究
者
が
減
っ
て
い
て
、
コ
ケ
の

分
類
学
を
学
べ
る
大
学
は
高
知

大
学
を
含
め
二
つ
を
残
す
の

み
。
責
任
が
重
い
で
す
。

コ
ケ
は
５
億
年
前
、
地
球
上

で
初
め
て
陸
上
に
進
出
し
た
植

物
。
恐
竜
の
ず
っ
と
前
に
誕
生

し
た
生
物
で
す
が
、
今
も
ま
だ

生
き
残
っ
て
い
る
。
何
よ
り
未

調
査
の
場
所
が
ま
だ
ま
だ
身
近

に
あ
る
ん
で
す
。
コ
ケ
な
ら
高

知
で
も
新
種
発
見
の
可
能
性
が

十
分
に
あ
る
。
植
物
分
類
学
に

残
さ
れ
た
最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
と
言
え
ま
す
。

朝
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
高
知
大
学
植
物
標
本
庫

に
は
約
８
万
点
の
コ
ケ
標
本
が
あ
り
ま
す
。
１
９
５

３
年
か
ら
収
集
が
始
ま
り
、
今
年
は
創
設
�
年
。
一

貫
し
て
コ
ケ
専
門
の
研
究
者
が
管
理
を
続
け
て
い

て
、
国
内
外
の
大
学
や
博
物
館
と
標
本
の
貸
し
借
り

も
し
ま
す
。

国
立
大
で
は
２
番
目
の
収
蔵
数
。
そ
の
中
に
は
牧

野
富
太
郎
博
士
の
ま
な
弟
子
で
ヤ
ス
デ
ゴ
ケ
科
の
研

み
の
る

究
で
知
ら
れ
る
上
村
登
・
理
学
博
士
（
１
９
０
９
～

�
年
）
の
標
本
も
あ
り
ま
す
。
上
村
博
士
は
、
牧
野

博
士
の
勧
め
が
き
っ
か
け
に
な
り
、
当
時
遅
れ
て
い

た
コ
ケ
の
研
究
を
始
め
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、上
村
博
士
を
指
導
し
た
吉
永
虎
馬
（１
８
７

１
～
１
９
４
６
年
）は
佐
川
町
出
身
で
、日
本
苔
類
学

の
創
始
者
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
シ
ダ
植
物
を
研
究

し
て
い
た
兄
が
牧
野
博
士
と
幼
な
じ
み
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
東
京
の
牧
野
博
士
に
佐
川
の
植
物
を
頻
繁

に
送
る
な
ど
晩
年
ま
で
交
流
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

高
知
は
コ
ケ
研
究
で
重
要
な
研
究
者
を
多
く
輩
出

し
た
土
地
。
県
指
定
文
化
財
に
吉
永
先
生
が
発
見
し

た
サ
カ
ワ
ヤ
ス
デ
ゴ
ケ
が
あ
り
ま
す
。
コ
ケ
を
県
レ

ベ
ル
で
指
定
す
る
ケ
ー
ス
は
全
国
で
ほ
ぼ
な
い
は

ず
。高
知
の
コ
ケ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
い
で
す
。

２０２３年（令和５年）４月�日（土曜日）（�） （第３種郵便物認可）☆


